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２． 二酸化炭素排出量の削減の為に省エネルギーに取組みます。

６． 地域社会貢献活動に取り組みます。

７． 本方針を全従業員に周知徹底します。

環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。

３．

千代田テクノ株式会社

エコアクション21　環境経営方針

千代田テクノ（株）は資源の有効活用と地球温暖化問題を主体に、地域社会が安心

して生活出来るような持続可能な社会の構築に貢献する 環境経営の継続的改善を進め

るため、全社員が次の項目に取り組みます。

１． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

受託した産業廃棄物の再資源化に取組み、リサイクル率の向上を図ります。

４． 水使用量の削減に取組みます。

５．

代表取締役　中井　宗隆



（1） 千代田テクノ株式会社

（2） 代表取締役　中井　宗隆

（3） 平成7年（1995年）　　7月

（4） ２，０００万円

（5） 広島市佐伯区五日市町大字石内3280番地

② 山本中間処理場 広島市安佐南区山本町字大迫山10207-1

③ 広島事業所 広島市西区南観音町13番28号

認証対象範囲は上記①～③

（6） 産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業

汚泥再資源化・・・チヨダソイル（改良土）販売

　スエロ（流動化処理土）販売

（7）

① 売上高および産業廃棄物処理量

単　位

円

トン

トン

（注）　事業年度：8月～翌年7月

　　　　ただし、廃棄物処理量は、4月～3月のデータ

②

③

（8） 中井　宗隆　 電話：082-928-1204

村上　雪美

Email：chiyodatechno@opal.ocn.ne.jp
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所 在 地 ① 本社

2021年度（29期）

（万円）

１．会社概要

事 業 内 容

事 業 所 名

代 表 者

設 立

資 本 金

事 業 の 規 模

2022年度（30期）項　　　目 2020年度（28期）

30,853

28,262

28,262

従業員数

中 間 処 理

売　上　高

収集・運搬

20人

産 業 廃 棄 物

処 理 量

29,158

26,240

26,240

29,352

17,624

17,624

観音事務所 50㎡

連 絡 先 環境管理責任者

環境管理担当者

床 面 積 本社事務所 53㎡



（9）組　織　図

（10）産業廃棄物処分業許可（優良）　　中間処理施設　許可内容

広島市　　第０７３２００２３４３５号

中間処理施設

・天日乾燥施設 99㎥/日

・選別施設 金属くず　72ｔ/日　　汚泥　500ｔ/日　　燃殻　439.2ｔ/日

・固化施設 970㎥/日

・造粒固化施設 320㎥/日

・流動固化施設 240㎥/日

保管施設

汚泥：308㎡　　有機汚泥：28.6㎡　　無機汚泥：25㎡　
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役割・権限

環境方針の策定、経営における課題とﾁｬﾝｽの明確化、ＥＡ21の全体の評価と見直し等を行う。

環境経営システムの構築、実施、管理する。環境経営レポートの確認。

環境経営計画の実績集計、評価、見直し。環境経営レポートの作成。

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動にに参加。

職　名

代　表　者

環境管理責任者

環境事務局

従　業　員

広島事業所本 社 山本中間処理場

従業員総務部

環境事務局環境管理責任者

代表取締役　中井　宗隆

代表者

許 可 番 号

許 可 年 月 令和4年3月9日 有 効 期 限 令和11年3月8日



（11）産業廃棄物収集運搬業許可

広島県 島根県 鳥取県 山口県 岡山県

第03409023435号 第03200023435号 第03104023435号 第03500023435号 第03301023435号

令和1年11月29日 令和3年10月1日 平成28年10月22日 平成29年6月20日 令和元年5月27日

令和6年11月28日 令和8年9月30日 令和8年10月21日 令和9年6月19日 令和6年5月26日

無 無 無 無 無

汚泥 〇 〇 〇 〇 〇

燃殻 〇 〇 〇 〇 〇

廃油 〇 〇 〇 〇 〇

廃酸 〇 〇 〇 〇 〇

廃アルカリ 〇 〇 〇 〇 ―

廃プラスチック類 〇 〇 〇 〇 〇

紙くず 〇 〇 〇 〇 〇

木くず 〇 〇 〇 〇 〇

繊維くず 〇 〇 ― 〇 〇

動物性残さ 〇 〇 〇 〇 〇

ゴムくず 〇 〇 〇 〇 〇

金属くず 〇 〇 〇 〇 〇

ガラスくず 〇 〇 〇 〇 〇

コンクリートくず 〇 ― ― 〇 〇

陶磁器くず 〇 ― ― 〇 〇

がれき類 〇 〇 〇 〇 〇

動物のふん尿 〇 〇 〇 〇 〇

鉱さい ― ― ― 〇 ―

動物の死体 ― ― ― 〇 ―

ばいしん ― ― ― 〇 ―

水銀使用製品産業廃棄物、水銀含有はいじん等、判定基準に適合しないもの

及び特別管理産業廃棄物であるものを除く
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許

可

品

目

　積替保管

　許可自治体

　許可番号

　許可年月日

　有効期限



（12）産業廃棄物収集運搬用車両

■産業廃棄物収集運搬用車両

11ｔバキューム 3台

10ｔダンプ 2台

4ｔバキューム 2台

4ｔパワフル 2台

4ｔフックロール 1台

4ｔヒアブ 1台

4ｔ水密ダンプ 1台

高圧洗浄車 2台

合　　計 14台

■中間処理場　重機

バックフォ 2台

タイヤショベル 1台

選別機 1台

合　　計 4台
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（13ー１）産業廃棄物処理フロー図

スエロ（流動化処理土）の詳細は下記参照
https://chiyodatechno.com/suero/
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汚　　泥

加水

スエロ

天日乾燥

リサイクル

（コンポスト化）

セメント

チヨダソイル

造粒装置

天日乾燥

輸　送

千代田テクノ(株)

https://chiyodatechno.com/suero/


　（13ー２）　　選別処理フロー図

（14）受託した産業廃棄物の処理量
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汚　　泥

ふるい下 ふるい上

（灰、残渣） （金属くず、その他不燃物

管理型処分場 再資源化
金属くずは有価

物として売却



　　【年度始めに策定した試行期間及び中期環境経営目標】、
　　【当年度の目標対実績と判定】、
　　【見直し後の次年度の環境経営目標】 基準年度：4月～翌年3月

2024年度 2023年度

目標 実績 判定 目標 目標 目標

二酸化炭素総排出量 kg-CO² 287,134 283,850 以下 320,706 ✕ 281,391 以下 278,520 以下 320,706 317,499 以下

（100%） ( ▲1% ) ( +12% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

1 -1 電気使用量 kWh 17,365 17,191 以下 17,579 × 17,018 以下 16,844 以下 17,579 17,403 以下

（100%） ( ▲1% ) ( +1% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

-2 ガソリン使用量 ℓ 2,229 2,207 以下 3,151 × 2,184 以下 2,162 以下 3,151 3,119 以下

（100%） ( ▲1% ) ( +41% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

-3 軽油使用量（収集運搬） ℓ 68,303 67,620 以下 74,440 ✕ 66,937 以下 66,254 以下 74,440 73,696 以下

（100%） ( ▲1% ) ( +9% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

-3 軽油使用量（重機） ℓ 15,854 15,695 以下 20,163 × 15,537 以下 15,378 以下 20,163 19,961 以下

（100%） ( ▲1% ) ( +27% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

-4 重油使用量 ℓ 20,420 20,216 以下 22,033 × 20,012 以下 19,807 以下 22,033 21,813 以下

（100%） ( ▲1% ) ( +8% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )
2 総排水量 (使用水量) ㎥ 367 363 以下 323 〇 360 以下 356 以下 323 320 以下

（100%） ( ▲1% ) ( ▲12% ) ( ▲2% ) ( ▲3% ) （100%） ( ▲1% )

3 　自社発生廃棄物 ㎏ 115.0 113.9 以下 102 〇 102 101 以下

　（一般廃棄物の削減） （100%） ( ▲1% ) ( ▲11% ) ( - ) ( - ) （100%） ( ▲1% )

4 　自社発生廃棄物 ㎏ 52.0 51.5 以下 41 〇 41 41 以下

　（資源ゴミの削減） （100%） ( ▲1% ) ( ▲21% ) ( - ) ( - ) （100%） ( ▲1% )

5 受託した産業廃棄物の ％ 99.8 99.8 以上 99.9 ほぼ達成 99.8 以上 99.8 以上 99.8 99.8 以上

高い再資源化率の維持

電気事業者別二酸化炭素調整後排出係数：　中国電力(株)2021年度　実績　0.545kg-CO2/kWh
　「受託廃棄物の再資源化率率」は、中間処理後の廃棄物のリサイクル率を示す。
化学物質は、当社において使用がないため、化学物質使用量削減の目標は掲げません。
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2021年実績により策定

2021年実績により策定

2022年度　年度始めに策定する環境経営目標と当年度実績の判定、および、次年度の環境経営目標

年度始めに策定 年度終了後の次年度目標の見直し

環境目標 単位
2021年度

(基準年度)

2022年度 2023年度 2022年度実績
(基準年度)



実　施

状　況

× 継続

〇 継続

× 継続

× 継続

〇 継続

〇 継続

〇 継続

× 継続

〇 継続

〇 継続

〇 継続

〇 継続

〇 継続

〇 継続

〇　よく出来た　　×　出来なかった
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・　節水シールの貼付け

・　洗車時こまめに止める

受入産業廃棄物の高い再資源化率 　　　

自社発生廃棄物の削減

一般廃棄物　（達成：基準年度比　11％減）

資源ゴミ　　（達成：基準年度比　21％減）

ゴミの分別、裏紙使用が定着してき

ている。

次年度もこの活動を継続する。

・　分別によるリサイクルの推進

・　両面コピー

・　裏紙使用

・　ペーバレスの推進

取組計画の実施が確実に出来てい

る。

次年度もこの活動を基準とする。

・　汚泥の受入の際、物を確認する

・　中間処理時効率的な処理をする

４．環境経営計画及び取組結果とその評価　次年度の取組内容

・　アイドリングストップ

取組計画 次年度 当年度の評価・次年度のコメント

・　冷房28℃　暖房20℃に設定

・　未使用時の照明消灯

　　　
電力使用量の削減

（達成：基準年度比　1％増）

処理場でのストーブ付けたまま作業

をしていたり、事務所でも人が増え

ヒーターの増台したりで電気使用量

が増えた少しずつ気を付ける事が薄

れてきている。もう一度確認し合
大型車の受注が増え忙しさでエンジ

ンを切り忘れ等がある。現場の待機

時エンジンを切るように指導した

が、暑さ寒さで思うように行かな

い。

作業員の意見をもう少し聞いて対策

を考える。

次年度も継続する。

期間：2022年4月～2023年3月

二酸化炭素の排出量 詳細は以下にしめす

・　効率的なルートの削減

　　　
洗車をする時、水の出しっぱなしが

以前に比べて少し良くなったが、ま

だまだ徹底されてない。作業員より

散水ノズルの提案がるので検討す

る。

使用燃料の削減

ガソリン　　（達成：基準年度比　41％増）

軽油（収集）（達成：基準年度比　9％増）

軽油（重機）（達成：基準年度比　27％増）

重油（重機）（達成：基準年度比　8％増）

・　効率的、計画的収集

・　適正な車両整備

水道水使用料の削減

（達成：基準年度比　12％減）

　　　

　　　



主な環境関連法規は下記のとおりです。

法規制等の名称 該当する要求事項 遵守評価

廃棄物処理法 産業廃棄物収集運搬業・処理業の許可の更新 〇

マニフェスト管理 〇

産業廃棄物委託契約 〇

行政に実績報告 〇

水質汚濁防止法 ギアオイル等の漏洩および浸透防止の措置 〇

フロン排出抑制法 定期・簡易点検の実施と台帳管理 〇

消防法 設備点検、消火器設置、貯蔵所の表示 〇

【全体の評価】
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エコアクション21を1年間実施し、まだまだ社内で浸透していない傾向です。

達成出来た項目でも「ついうっかり」してしまう状況が見受けられます。

現場待機時、暑さ寒さでエンジンを点けっぱなしにしていることから運転手に現状を聞い

て今後同様に対応するか決める。まだまだ社内での意見交換が必要。

５．環境関連法規等の遵守状況及び違反、訴訟等の有無

６．代表者による全体の評価と見直し

2022年度において、環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、法令違反はありませんでした。

なお、環境関連法規等への違反、訴訟、環境上の苦情等もありませんでした。
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　７．環境経営活動の紹介

★　山本中間処理場　地域清掃活動 ★　ゴミの分別

★　地域清掃活動

★　節水 ★　エアコン管理


